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わが家にチェコ人がやってくるようになった。女性。しかも若い。白皙の美人。白磁のような肌である。とにかく白
い。白くて美しい。昨日生まれた赤子のように、きめ細やかな肌がどこまでも透き通っている
白皙のチェコ娘ヨハナ・ドヴォジャーコヴァーさんがわが家に来 よ
うになったのには、もちろんわけがある。
茨城のきのこ林を切り開いて無粋な校舎を並べた、でかいだけで愛想
のかけらもない国立大学 通う息子が、この大学の交換留学制度を利用してプラハのカレル大学に一年間 たのが二〇一二年の秋から翌年の夏にかけて。息子は第二外国語にロシア語を取っていて、二〇一〇年には大学のささやかな給費をもらい、夏のひと月、サンクト・ペテルブルク大学の夏期ロシア語講習にも参加していた。下宿先のやさしいホスト
パパにはたいへんお世話になったが、いかんせん巷のロシア人には愛想がない。息子はすっかり辟易したらしい。所属学科の規定で一年間の留学が半ば強制的に決められていて、いずれどこかの国に留学しなければならない。でも、できることならロシアは避けた 。どうしたものか。息子は悩んでいた。そんなとき、 「じゃあ、チェコのプラハにしたら？」とそそのかしたのはこのわたしである。
わたし自身、チェコ語に興味があった。チェコ語をはじめとするスラ
ヴ諸語と言語学を専門とする著名なＣ先生（故人）から学生時代にロシア語の手ほどきを受け、それ以来、先生に 心酔 ていたわたしは、折に触れて先生の口か 語られ 中欧の小国のことが忘れ れなかった。日本と留学先のフランスの大学院でフランス文学を学び、その後ロマンス諸 文学をおぼつ ない足取りでふらふらと渡 歩いてきたわたしだが その間にも、手付かすのチェコ語 ことが脳裏に纏綿し
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そんなわたしが息子をそそのかした。いや、そそのかしたと思い込ん
でいた。というのも、じつは、わたしにそそのかされる前から息子はチェコ文化に興味を持っていたからである。どこで観たのか、カルト的人気を誇るチェコの映像作家ヤン・シュヴァンクマイエルの作品に衝撃を受け、胸中ひそかにチェコに対する想いを温めていたらしい。よし決まった。それならチェコ しよう。
かくして一年間の留学先はプラハのカレル大学に決まっ ビロード
革命以前、旧体制下でＣ先生が長らく学究生活を送った、中世以来の古く由緒正しい大学である。百塔の町プラハ。美味しいビールと古本の町プラハ。ああい なあ…羨まし なあ…
チェコ語の入門書を手に、息子はかの地に旅立った。チェコ語を片言
も話せない息子に、言葉だけはしっかり勉強してこいよと背中 押し、送り出した。カレル大学の留学生向 授業はさいわい英語だが 街はいうまでもなくチェコ語だらけで る。どんな苦労があったのか、毎日どんな暮らしをしていたのか、 まだに詳 いことは知らないだ、なんと便利な時代だろう 今はスカイプというテレビ電話（ か無料）がある。顔を見ればすべては瞭然。あとは推して知 べし。
息子は日本人留学生として、チェコ テレビ番組 出演したこともあ
る。旧市庁舎前広場でストリートミュージシャンに小銭を落とし、ブルタヴァ川（ 「モルダウ川」はドイツ語の呼び方。祖国への愛に燃えチェコ人にとって、ドイツ語の呼称は許 がたい）のほとり なにやら真顔で語り、ビールを片手に居
ホスポダ
酒屋で、美しい赤屋根を見下ろすプラハ
城の城壁 、柔和な笑顔 見せ がらインタビューに答える息子（ただし、受け答えはすべて英語だったが） 。その「勇姿」を、チェコ語への吹き替えで何を言っているのか皆目わか ないまま、家内とふたり、
ネットで毎日飽きもせずに見入った。いつまでも子どもだと思っていた息子が、すっかり大人になっていた。
そんなある日、息子とスカイプでやりとりをしていたときのことであ
る。おや、どうしたのだろう。いつもと背景が違う。学生寮のあの薄汚い壁とちっぽけな鏡ではない。しかも息子の声の調子がやけに高い。いぶかっていると、とつぜん画面が きく動いた。 「やだあ、やめてよお」 。急にカメラを向けられて慌てふためく声の主が映る 透き通るような肌のチェコのお嬢さんだった。ただし、聞こえてきたのは見事な日本語。どうやら息子 ノートパソコンはお嬢さんの自宅 持ち込まれていたらしい。「カレル大学には日本・日本語研究科っていうのがあるみたい。その日本語教室にもぐってみたら？
　
友だちができるかもよ。 」チェコ語が
未熟だから、チェコ人の友だちをつく のに苦労するだろう、それなら日本語で意思の疎通ができる人た に近づいてみたらどうか
―
そう
考えた家内はじつに賢明だった。家内の勧めに従っ クラスに顔を出した息子は ちまちクラスの人気者になり、友人ができ 日本語教室でも、 「生」日本人が飛び込んできたわけだ 、大いに活気づいたのではなかろうか。なにしろ、ふだ 勉強している日本語を実践的に試 千載一遇のチャンスが向こうから飛び込ん の から。
仲間の別荘で誕生パーティーをやったり、居
ホスポダ
酒屋でビールを飲みなが
らお喋りをしたり（日本語で） 、楽しい付き合いがあったようだ 便宜もあれこれ図って らったに違いない。そんななか、息子が風邪 ひいて高熱を出し、文字どおりぶっ倒れた。事後報告で知っ のは、病床食事を運び、看病してくれた「友だち」がいたこと。 「友 ち」と言っていたので、こちらはなんと く男性を想像していた（ 「友だち」 明確な男女の区別が るチェコ語だったら起こりえ の日本語らしい
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曖昧化には、息子の照れ隠し戦略が込められていたのかもしれない…） 。われながら勘の鈍さを笑ってしまうが、この「友だち」こそヨハナさんだった。
Johana D
vořáková ―
ヨハナ・ドヴォジャーコヴァー。ここでこの
名前についてお話しておこう。
ますはファーストネームのヨハナについて。洗礼者として、また使徒として有名なヨハネに由来する男性のクリス
チャンネームをチェコ語では
Johan （ヨハン
）（１）
という。ヨハナはその女
性版である。 「ありふれた」と言って 失礼だが、ごくごくポピュラーな名前。ちなみに元になった「ヨハネ」は、 「ヤハウェ（神）は恵み深し」を意味するヘブライ語の
Johanan を語源としているらしい。という
ことは、ヨハナの名前 もハヤウェ（神）の名が刻み込まれているわけか。なんとも贅沢な。
ポーランド語なら
Joanna （おお、カヴァレロヴィッチ監督の名作『尼
僧ヨアンナ』 ）ドイツ語 ら
Johanna （ヨハナ） 。フランス語なら
Jeanne
（ジャンヌ・ダルクのジャンヌ） 。英語なら
Jane （ジェイン） 。イタリア
語では
G
iovanna （ジョヴァンナ） 。スペイン語で
Juana （ファナ） 。ポル
トガル語だと
Joana （ジョアナ） 。日本語では「よはな」 。はてさて世華
がいいか。夜花にする 余巴菜 ありか 譽端はどうか。ああ、だんだん暴走族めいてきた。わたしと てはむしろ、すっきりとしたひらがなの「よはな」に「はん」を添えて、こっそり「よはなはん」 呼んでみたい。最初の「は」にアクセントを置いて。
樫山文枝主演のＮＨＫ連続テレビ小説『おはなはん』が一年間放送さ
れたのは、一九六六年から翌六七年だから、わた が八歳か 九歳 かけての年である。両親 共働きだったため、わたしは近所に住む そのおばあちゃんに預けられていた。このおばあちゃんにつきあって観てい
たのが『おはなはん』 。おはなはんが大好きだった。樫山文枝は、なにを隠そう、わが初恋の女人である。
o ・
ha ・
na ・
han 。
na を挟んで
ha が
二度繰り返され、明るい母音
a
が続けて三度も繰り返される。
han をや
わらかな鼻音で発音すれば、花が咲いたようにあたりがぱ と明るくなる。樫山文枝の大きなえくぼと花のような母音の明るさが、上品でく陽気な「はんな 」とした女の魅力を小学生のわたしとおばあちゃんに送り届けてくれた。だから、わたしとしてはこの
ohanahan に
j を添
えて、同じ抑揚でこっそり発音 てみたい。
johanahan 。 「よはなはん」 。
「春、夏、秋、冬、歩き続けるよはなはん…」
「よはなはん」は姓をドヴォジャーコヴァーという。チェコ人の姓としてはこれまたかなりポピュラー だそうだ。チェコが生んだ世界的作曲家アントニーン・ドヴォジャーク 思い出す方も多 だろう 『新世界より』の第二楽章は「家路」と題さ 、日本語の歌詞までつい 人口に膾炙している。中学校の下校時に毎日「家路 を聞かさ たわたしなど、これが聞こえてくると、今だに矢も盾もたまらず家路につき くなる。パブロフの犬状態であ 。これほど クラシック音楽のメロディーも他にな だろう ちなみに、
D
vořák の語源は、 「
dvůr
（ドゥヴール＝中庭）付き別荘の所有者」だという。なんともお大尽な姓だ。
ドヴォジャークとドヴォジャーコヴァー。最後がちょっと違うだけ
で、とてもよく似ている。いやじつは、似 い ど ろかまったく同一の「実体」である。ただ、キリストの「三位一体」みたいで、日本人にはちょっとわかりにくい。
さきほどヨハンの女性版がヨハナだとお話しした。チェコ語には名だ
けでなく姓にも男性ヴァージョンと女性ヴァージョンがある。ある女性たとえばいま仮 ダニエラさんするが、このダニエラさん チャペック
4という姓の男性と結婚したとしよう。好き嫌いは別にして、結婚すると女性が男性の姓を名乗るのはチェコでも日本と同じ習い。とすればダニエラさんはダニエラ・チャペックになるはずだ。日本人ならこう考えるだろう。ところがそうは問屋が卸さない。ダニエラ・チャプコヴァーとなる（ 「ペ」が「プ」になる捻り技が入るが） 。娘が生まれたら、娘のラダは女だから ダ・チャプコヴァー。いっぽう息子のヤンは男だからヤン・チャペックとなる。
東京オリンピックのご記憶がある方なら、 「オリンピックの名花」と
謳われた体操選手、ベラ・チャスラフスカ（ヴィエラ・チャースラフスカーが原音に近い）を覚えておいでだろう。父親の姓は間違 なくチャースラフスキーであ 。わざわざ調べるまでもない。そういうルールだから。 「よはなはん」のお父さんの姓 いうまでもなく、作曲家のアントニーンと同じドヴォジ ークである。
ところで、今でこそ一般に「ドヴォジャーク」と表記されている作曲
家の
D
vořák だが、かつては「ドボルザーク」と表記されていた。小学
校はもちろん、中学校でもこの表記であったことは記憶に間違いない。いや学校では今でも「ドボルザーク」で ないかな。なんとなくそん気がする。
ドボルザーク。なんだか濁音だらけだ。大雨で逆流した雨水がマン
ホールの蓋を「ドボル、ドボ 」と押し上げて「ザ ッ と溢れ出る。そんな映像が目に浮かぶ。が、まあ、それはいい。いま話題にしたいのはこの表記。問題は三つある 「ド」と「 」と「ルザー」
まずは「ド」 。「ド」ごときに半畳を入れるのもあまりに心が狭いようで気が退ける
のだが、わたし自身の失敗もあるし、ふれずにおくわけに ゆくま 。日本語の五十音が「ん」を除いて開音節であることは改めて言うまで
もない。
[a][i][u][e][o] ／
[ka][ki][ku][ke][ko] ／
[sa][shi][su][se][so] …「ん」
を除くすべての音節が母音で終わっている（ 「～です」の「す」が実際は
[s] であって、
[su] ではないとか、そういうことはひとまず措いておく） 。
「ド」はしたがって
[do] である。しかるに
D
vořák では
[o] なしの
[d] 。英語
でも
dv という子音の連続がよっぽど発音しづらいようで、実際の発音
には
[dəv] のように「シュワー」と言われる曖昧母音が入ってしまうら
しい。日本語のばあい「ド」と書くと、どうしても
[o] の音が聞こえてし
まう。
そこでこんな失敗をした。チェコ語の通訳、翻訳家としてご活躍な
さっているＫさんという方がいらっしゃる。チェコ好きの人たちが集まる飲み会を定期的に開いていて、最近わたしも常連になった。せっかくだから、日本にやってきた「よはなはん」も連れて行こうと出席者リストに彼女の名前を書いてメール 送った。ところがＫさんからこんな返信があった。 「
Johana D
ovořáková とありましたが、
D
vořáková の間
違いではありませんか」 。 しまった。カタカナの「ド」に引っ張られて、すっか
D
ovořáková だとばかり思い込んでいたのだ。たかが
「ド」 、されど「ド」 。 「ド」 、侮りがたし。
では、
[o] のない
[d] をどうやって表したらよいものか。大学の授業では、
苦し紛れに「ドゥ」という表記を使 。これだ て「ウ」が入っているじゃないか、という言いがかりは措いておく。それでも例えばフランスの文豪「オノレ・ド・バルザック」を「オノレ・ドゥ・バルザック」としては、たんなる習慣の問題だとわかっては ても、やはりなんだか気持ちが悪い。塵芥のように見苦し 「ゥ」を付け まで お前は自分のちっぽけな潔癖さを守ろうと うの 。なんて狭量な。そんな声まで聞こえてくる。ということで 」では迷っている。解決はついいない。
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つぎに「ボ」 。あれは小学校に入るころだっただろうか。幼稚園入園以前から愛聴
していたベートーヴェンの交響曲第五番のソノシートジャケットを改めて眺めていたときだった（ 「ベートーヴェンの『運命』とシューベルトの『未完成』を愛聴す」
―
 入園時、わたしの身上書に書かれたこ
の記述は、幼稚園の先生方を大いに震撼せしめたという。嘘ではない） 。「ヴェ」と書かれた文字がある。ん？
　
なに、これ？
　「ウ」に点々？
どう読んだらいいの？
　
さっそく父親に聞き質した。思えばこれが
「ヴァ行」との出会いだった。 「ベートーヴェン」には「ベ」と「ヴェ」 、つまり「有声両唇破裂音」と「有声唇歯摩擦音」が同じ母音つきでふたつながらに入っている。音声学の教材にはもってこいである。
それにしても、小中学校で
B
eethoven はどう表記されていただろう。
たぶん「ベートーベン」だったと思う。なにしろあのころ、 ン、ベン、ベン、ベントーベン」と自作の歌を口ずさんでいたくらいだから。クソまじめな顔の鳥の巣頭と、クソまじめに角ばったアルマイ 弁当箱が、「ベン」という鈍臭い（というか、むしろ便所臭い）音のなかで奇妙に結びついていた。
いずれにせよ日本語にない
[v] 音を「ヴァ行」で表記する慣行は、わ
たしの成長期に、 「文明 進歩」とともに全国津々浦々に広がり、すっかり定着したとものと信じきっていた。 ころが教師になって驚いた。今の若者たちのなか 「ブ」と「ヴ」 区別のつかない者が大量に存在するのである。これはいった どうしたことか。ふたたび「野蛮への退行」が始まったのか。それとも 文明の進歩 などそもそも存在しなかったのか。
とはいえ、ドボルザークにおけるチェコ語―日本語固有の問題は、む
しろ次の「ルザー」にある。
D
vořák ―
 文字をよくご覧になっていただこう。 「ルザー」に相当
する文字は
 řá 。
ř
なんて文字、英語にはもちろんない。そもそもチェ
コ語以外には存在しない文字である。文字だけではない。この文字が表す音もチェコ語以外には存在しない。どういう音か。
舌先を連続的に震わせるいわゆる「巻き舌」をしながら、同時に
「ジュ」と言っていただこう。これが
ř である。え？そんなの無理
だって？初めて説明を聞いた人はだれでもそう思う。わたし って学生時代にＣ先生からこの説明を聞いたときには「無理だ」と思った 家に帰ってやってみた。やはりできなかっ 。 、 「無理っぽい」ところがなんだかカッコいい。
思うのだが、そもそも人が外国語に惹かれ 理由、言葉を知りたいと
思う動機の大半は、文字や音の「謎」や「神秘」では だろうか。この文字どうやって読むんだろう？あ どう って出すんだろう？
　
単純といえば単純だが、なべて単純なものほど強力なのがこの世の習い。チェコ語はラテン文字を使っているから、ロシア語 ど 使われるキリル文字 ような神秘性はないけれど、
ř
だとか、
č
だとか、
ů
だと
か、見慣れた文字の上にちょこんと乗 た記号 思わせぶり 目配せには、 「ああ、あなた ことがぜひ知りたい」と言わしめる魔力がある。
魔力に引き寄せられるように、わたしも
ř
を練習した。最初は巻き舌
の「ル」と ジュ」を同時に出すこと でき た。どうしても ル」が先に出てしまう。そして「ジュ」 「ル」が終わっ からでないと出てこない。 「同時」なんてことがそもそもできるのか。とこ が、練習をし いるうちにだんだんと時差が縮まってきて、最後には（ほぼ）同時に出せるよう なった。出せるようになってみると れが 思いたほどむずかし 音ではない。ましてやそこ 謎や 秘を感じて た昨日までが嘘のようだ。謎も神秘も ひとたび慣れてしまえば当た 前
6になってしまうのか。でも、最初の神秘が当たり前になったころ、また別の神秘に惹かれてゆくのが言葉の世界。なにかに似てい いだろうか。そう、男と女の関係である。好奇心とはよくでたものだと感心する。「ドボルザーク」という表記を見るかぎり、
řá の文字が表す音を以
前は「ルザー」と表記していたことになる。 「ルジャー」ならわかる。「ル」と「ジャー」はたとえ同時に発音できたとしても、文字を重ねて印刷するわけにはいかない。 「ルジャー」 ら仕方がない。で なぜ「ルザー」なのか？
　
日本語にとって「ジャ行」は「ザ行」で代用しなけれ
ばならないほどの鬼門なのか？
どうもそうは思えない。事実、 「ジャ
ムパン」が本当は「ザ
ムパン」
だったなんて聞いたことがないし、 「オレンジ
ジュ
ース」がじつはひそ
かに「オレンジ
ズ
ース」だったという話も寡聞にして知らない。 「ジャ
行」→「ザ行」の変換例は他にあるのだろう 。探し みた……あった！「ジェ
ネラル」→「ゼ
ネラル」だ。英語の
general [dʒénərəl] が見
事、
ゼ
ネラルに化けている。 「ジェ
ネラル・ストライク」が「ゼ
ネス
ト」 。 「ジェネラル・コントラクター」 ゼネコン」 そう えば「ジェリー」 （
jelly ）→「ゼ
リー」も、 「ジェ
ム・クリップ」→「ゼ
ム・クリッ
プ」もこの例ではない 。とすると、 「ドボルザーク」の「ルザ」もこの「ゼネラル 時代の産物なのだろうか。
いや待てよ。こうして思いつくのはいずれも「ジェ」→「ゼ」の例ば
かり。 「ジャ」→「ザ」 、 ュ」→「ズ」 、 「ジョ →「ゾ」 例がひとつもない。なぜだ？
と、ここでハタと気が付いた。わたしはとんでもない頓馬である。
チェコ語の
D
vořák という文字列の表す音を「直接」日本語に転写しよ
うと悪戦苦闘したその痛ましい、あるいは間抜け 結末が「ドボルザーク」だ ばかり思い込んでいたのだ。そんなこと、とうていありそうも
ない。ちょっと考えてみればすぐわかるはずだ。だって、昔の日本人がチェコ語の文字列を目にできたなんて想像できる ろうか。それにかりに運よくチェコ語の文字を見ることができたとしても、不可解な
ř
を含
む文字列がどんな音を表しているか、チェコ語の知識のない当時の日本人にわかろうはずが い。いずれ英語 ドイツ語の表記を見て（ドヴォジャークはしばら アメリカで音楽活動をしていたから、英語の方が有力かもしれない） 、それをそのまま音転写したに違いない。このことに気付かなかった たしはやはりとんでもない頓馬である。
では、英語やドイツ語で
D
vořák はどう表記されている（た）のだろ
う？
　
ネットと辞書で調べてみた。英語でもドイツ語でも、現在では
チェコ語の表記
D
vořák をそのまま使い、英語では
[dvorʒɑːk] （ドゥヴォ
アジャーク）ないし
[dvɔrǽ
k] （ドゥヴォラック） 、ドイツ語では
[dvɔrʒak]
（ドゥヴォルジャク）と読ませている。しかし、過去にどんな表記が存在したかについては、いっさい口をつぐんでいる。暗い過去をきれさっぱり葬り去ったつもりだろう。太古の昔 らチェコ語の「正しい」文字を知っていましたと言わんば りに。
それでは、ということで逆に
D
vorzak という文字列で検索をかけてみ
た。予想どおり相当の件数がヒットする。この表記、けっこう広まっている（いた）のではない
（２）
。推測するに、昔の日本人が目にした文字列
はこのあたりだったのだろう。
D
vorzak なら自然に「ドボルザーク」と
読める。つまり日本語の「ジャ行」→「ザ行」の問題なんかではなかったのだ。なあんだ…
なあんだ…「ドボルザーク問題」は結局、 「ゼネラル問題」とはなん
の関係もなかった でもやっぱり気になる。 「 ェ
ネラル」がなぜ「ゼ
ネラル」になるのか？「ジェ
リー」がなぜ「ゼ
リー」になるのか？
　
「ジェ
ム・クリップ」がなぜ「ゼ
ム・クリップ」になるのか？いった
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ん火がついた好奇心はおいそれと鎮まらない。
こういう類の問題はひとりで悩んでいても埓があかないと相場はき
まっている。さっそく友人の日本語方言学者に訊いてみた。嬉しいことに速攻で返事がきた。「ジャ行」が「ザ行」になるのを「拗音の直音化」といって、 「けっこうフツーにみられる現象」なのだそうだ。逆に「ザ行」が「ジャ行」になるのを「直音の拗音化」という。これまたいたってポピュラーらしい。
「拗音の直音化」の例として友人は、 「シン
ジュ
ク（新宿） 」→「シン
ジ
ク」 、 「ジュク（塾） 」→「ジク」 、 「シュジュツ（手術） 」→「シジツ」を、「直音の拗音化」の例として「セ
ナカ（背中） 」→「シェ
ナカ」 、 「ゼ
ニ
（銭） 」→「ジェニ」を挙げている。ああなるほど。これなら身近によく知っている。幼いころからの「顔なじみ」だ
ちなみに「セナカ（背中） 」→「シェナカ」など、 「拗音化」の果てに
東北方言では「ヘナカ」にまでなっているという。友人自身がテレビのあるクイズ番組で見た愉快な場面を教え くれた。体のなかで『ヘ』のつく部分は？」と問われ 解答者が自信満々 「ヘナカー！」と答えてハワイ旅行を逃したのだそうだ（ちなみに、クイズの答えは ヘソ ） 。
言われてみれば、方言にこうした例は溢れている。先日も、沖縄の作
家大城立裕の小説「棒兵隊」
（３）
を読んでいたらこんな言葉に出会った。太
平洋戦争末期、米軍上陸間際の沖縄。Ｇ村の老人が日本軍少尉 「がんばって生きのびなさいや」という励ましに村の老人 応える場面。 『はい、隊長さま！
　
いっそうけんめい
00000000
やります。どうじょ
0000
、隊長さまも、
がんばって、
おたっさで
00000
……』
」（４）。 「いっ
そ
うけんめい」は「いっ
しょ
う
けんめい」という拗音 、 「おたっ
さ
」は「おたっ
しゃ」という拗音の
直音化、 「どうじょ」は「どうぞ」という直音 拗音化である。 「直音の拗音化」と「拗音の直音化」がふたつながらに入っている どうやら東
北だけでなく、沖縄にもこの現象があるらしい。
そこで、件の友人に勧められるまま『方言の地図帳』を買って覗いて
みた。 「セ」を「シェ」と、 「ゼ」を「ジェ」と発音する地域は「東北や北陸・中国・九州など日本の周縁地域に見られる」とある と、そこにはさらにこんな意外な事実も記されていた。
イエズス会宣教師ロドリゲスの『日本大文典』 （一六〇四―
〇八）には「セカイ」はシェカイと発音すべきなのに、関東ではセカイと発音している」という記述がある。すなわち、江戸時代初期ごろまでは「シェカイ」や「カジェ」 標準的な発音であったことがわかる。各地の「シェ」や「ジェ」はこの古い 声の残存である
（５）
。
なんと、あるときまで「シェカイ」が正しくて、 「セカイ」が間違っ
ていたのだ。ううむ…「 『セカイ』なんて粋がって『シェカイ』をばかにし いるお前の方がほんとうは野暮なんだよ」と言われた気分。 「粋」 、「野暮」などと素人くさい感想がつい口を突いて出てしまったが、人間、自然に獲得した正／誤、上／下、中心／周縁といった価値観からはなかなか 由 なれな ものだ。しかし 個人の価値観 ど歴史の流れから見れば無に等しい。「拗音の直音化」とは無関係。そう結論した「ドボルザーク」問題だが、こう見てみると意外と近 ところにあるような気もしてくる。 だ、
「シェ」が「ゼ」に、 「ジェ」が「ゼ」になる「直音化」の例はけっこうあるし、 「シャ」が「サ」になる例も「おたっさ」の例で見たとおりだが、「ジャ」が「ザ」になる「直音化」の例 どうしても見つからない。どなたか見つけた方 本稿著者にご一報あ 。
8「よはなはん」の名前、ヨハナ・ドヴォジャーコヴァーから出発してだいぶ遠いところまで来てしまった。話を元にもどすとしよう。カレル大学の日本語教室で息子と出会った「よはなはん」が、なぜわが家にやってきたのか。その話だった。息子がプラハから帰国してしばらくたったころ、今度は「よはなは
ん」が日本に行きたいと言い出した。どう ても行きたい。留学したい。でも、大学の交換留学生制度を使うと費用は全額自己負担。家庭に迷惑はかけられない。かといってプラハ 日本料理店でちまちま貯めたバイト代で太刀打ちできるような金額ではない。打開策はたったひとつ。日本政府の給費である。この試験に落ちたら日本には行けないか しれない。わが家 みんなも祈るような気持ちで給費留学生試験の結果連絡を待った 結果は、 ごと合格だった。「よはなはん」はいま（二〇一四年八月現在） 、日本語・日本文化研究留学生（略して日研生）として 一年間 予定で、東京の某国立女子大学に通っている。カレル大学の日本語研究学科にあと一年学籍を残しての留 である。それにしても「よはなはん」はどうして日本語に興味をもったのだろ
うか？以下は、彼女へのインタビューを再構成した文章である。
日本語への興味・関心のきっかけ 、御多分に漏れずアニメでした。
チェコのケーブルテレビ は夜 八時から十二時まで のアニメばかりを放映するチャンネルがあります 『ポケモン』 チェコ語の吹き替えでしたが、 『犬夜叉』と『キャプテン翼』はチェコ語字幕付き 日本語放送。十六歳のときにこれを観て、 「日本語の音っていいなあ」 思いました。プラハにあ 私立の語学校
（６）
に通い始めたのもその頃です。
語学校にはやがて日本人の先生がやって来ました。ところがこの先生、
チェコ語がまったく喋れません。勢い受講生が一人二人と減ってゆき、やがて私のいたクラスは閉鎖。でも、どうしても日本 の先生について勉強したかった。そこで、先生に個人教授を願い出ました。税金の申告やらなにやら、役所関係の面倒な手続きはすべて私がやるから、その代わりに授業料免除で日本語を教えてく ないか と。
個人教授を受けながら、日本のアニメを大量に観ました。英語字幕で
も観るうちに英語力もついたのは、思わぬ副産物です やがて字幕なでも日本語が理解できるようになりました。
アニメを直接日本語で理解できたらという夢は、日本語をもっときち
んと勉強したいという願望へと変わってゆき し 。大学ではぜひ日本語を勉強しよう。チェコで最高の大学で日本 と日本文化を勉強するんだ。そう思いました でも、カレル大学はやはり難しか入ってからそれ以上勉強す 必要など いと思えるくらい、学部入試の段階ですでに日本の歴史・文化・文学 かんする高度 知識が要求されるのです。いくどか入試に失敗し、別の大学に入って仮面浪人も ました。でも、それが えって幸い ようです。その間、大学に行くフリをしながら勉強に集中できた ですから。そしてついにカレル大学に合格しま た。
アニメの話はしましたが、漫画に目覚めたのは比較的最近のこと す。
チェコで初めて翻訳された日本の漫画は『グラビテーション
』（７）。その後、
『
D
E
A
T
H
 N
O
T
E
』（８）、 『
G
A
N
T
Z
』（９）、 『
B
L
E
A
C
H
』
）1（
（
、 『
N
A
R
U
T
O
 ―
 ナルト』
）11
（
など、比較的新しい漫画 翻訳されていますが、有名な作品でも未訳のものはたくさんあります。 『
O
N
E
 P
IE
C
E
』
）1（
（
 でさえまだチェコ語に訳され
ていないのですから。手塚治虫など 「古典」となる 、 っ くチェコ語になっていません。
わたしのお気に入りは『
N
A
N
A
』
）1（
（
。チェコ語に翻訳されていないので、
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私がやりたいなあ（というか、もう訳し始めています） 。今はそれこそどっぷりと漫画にはまっています。 「
B
O
O
K
 O
F
F
」はいいですねえ。探
している漫画が安く手に入ります。神田神保町の「古本 つり」でもあれこれ漫画を探し廻りました。
卒論のテーマは当然日本語です。最初は日本語のオノマトペ（擬音
語、擬態語）の研究をしようと思っていたので が、オロモウツ大学
）1（
（
で
金水
　
敏
）1（
（
の講演を聞いてからテーマを変えました。漫画における役割
語
）1（
（
の研究。 『バナナブレッドのプディング』
）1（
（
、 『マーマレード・ボーイ』
）1（
（
、
『
P
aradise K
iss 』
）1（
（
といった少女漫画の代表作品と、 『バビル
2世
』
）（（
（
、 『ド
ラゴンボール
』
）（1
（
、 『
B
L
E
A
C
H
』といった少年漫画の代表作品が役割語の
使い方においてどのように違うか、比較、分析してい す。
日本映画もいくつか観ました。これまでに観た日本映画を思いつくま
まに挙げてみると…『武士の一分』
）（（
（
、 『西遊記』
）（（
（
、 『模倣犯』
）（（
（
、 『私は貝にな
りたい
』
）（（
（
、 『有頂天ホテル
』
）（（
（
、 『笑いの大学
』
）（（
（
、実写版『宇宙戦艦ヤマト』
…小津、成瀬、黒澤といったクラシックはあまり観ていませんが。
SM
A
P
が大好きで、
SM
A
P
のメンバーが出ている番組はテレビ、映画
を問わず、ほとんどすべて、しかも繰り返し観ています。とくにキムタクが好き。
日本語は最初のうち簡単に思えました。でも勉強が進むにつ てだん
だんむずかしくなってき 。発音で特にやっかいな が高低アクセント。何度聞いても高低差を判別できないものがあります。 「ら行」の発音もなかなかきれいにできません。敬語や謙譲語を含む待遇表現はやはりむずかしいですね。でもいちばんたいへ なのは漢字。覚えるのにほんと苦労します。試験前なん 、もう涙が出てきちゃっ …
将来は日本で漫画の編集をしたいのですが、競争率高そうですね。そ
れにどうやって就職活動をしたら いのか… ずれ せよ、卒論を出し
て、カレル大学を卒業しなくては。でもその前に、九月末に日本の留学生活を終えて帰国しなければ りません。ああ、帰りたくない…このまま日本に居続けられればいいのに…
こうして「よはなはん」は東京にやってきた。その日本語力にはふれるたびに驚き、舌を巻く。家族の会話には最初
からまったく自然に加わっていた。それどころではない テレビで上方漫才を見ながら一緒に笑うのだ。ハイスピードで繰り出されるあの丁々発止の大阪弁を「楽しい」というのだから呆れる。 「あたし、地震のこと舐めてたよ…」防災センターで巨大地震の揺 体験 たときの言葉である。 「舐めてた」…これを聞いたときにはつい唸ってしまった。よくもまあこんな語法 知っているものだ。「よはなはん」の個人的努力・能力のたまものだろうか。それとも、チェコ（あるいはより広く中欧・東欧）の人たちが高い外国語習得力をもっているのか（たとえば、かつてチェコ大使館文化部に勤務し、現在、チェコ文化を日本に紹介する
N
P
O
を主宰している
P
.H
. さんの日本語運用
能力は、ただただ驚異 ） 。おそらくその両者 ような気もするがいまは問わずにおこう。いずれにせよ こんなに日本語能力の高いチェコ人が東京にやってきたのだ。こ を奇貨としない手はない。
そこで「よはなはん」にチェコ語の家庭教師を願い出た。アルバイト
代はささやかだが、出費の嵩む東京暮らし も れば、これだってながしかの助けにはなる。毎週日曜日の二時間、わたしと息子と三人でチェコ語の勉強をすること な た。普段は大学の国際寮で暮らし、土曜日の晩にやってきて、授業のある火曜日の朝に帰ってゆくというパターン。かく て白皙のチェコ娘 ヨハナ・ドヴォジャーコヴァーさはわが家にやってくるようになった である。
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チェコ語勉強会のようすは？
　
それは次回お話しすることにしよう。
（
1 ）ただし、ヨハンは現代チェコ語でほとんど使われておらず、代りに、同語源に由来する
Jan （ヤン）がよく使われている。ちなみに、
Jan の女性形は
Jana （ヤナ） 。
（
（ ）古いチェコ の正書法では、
ř
が
rz
と書かれていた時代もあった。
（
（ ）大城立裕著『カクテル・パーティー』 （岩波現代文庫、二〇一一年）所収。
（
（）前掲書、七七頁。傍点は大城。
（
（ ）佐藤亮一監修『お国ことばを知る
　
方言の地図帳』 （小学館、
二〇〇二年） 、三二一
（
（ ）その語学校で教えているアジアの言語は日本語だけで、中国語も韓国語もなかったそうだ。
（
（）村上真紀作。 『きみとぼく』に連載。
（
（）原作、大島つぐみ。作画、小畑
　
健。 『週刊少年ジャンプ』に連載。
（
（）奥
　
浩哉作。 『週刊ヤング・ジャンプ』に連載。
（
1（）久保帯人作。 『週刊少年ジャンプ』に連載。
（
11）岸本斉士作。 『週刊少年ジャンプ』に連載
（
1（）尾田栄一郎作。 『週刊少年ジャンプ』に連載。
（
1（）矢沢あい作。 『
C
ooklie 』に連載。
（
1（ ）オロモウツはチェコ第五の都市。オロモウツ大学 は有力な日本語学科がある。
（
1（ ）日本語学者。 「役割語」の提唱と研究で有名。著書に『ヴァーチャル日本語
　
役割語の謎』 （岩波書店、二〇〇三年）など。
（
1（ ） 「話者の特定の人物像（年齢、性別、職業、階層、時代、容姿、風貌、性格など）を想起させる特定の言葉遣い。主にフィクションにおいてステレオタイプに依存した仮想的な表現をする際に用いられる」 （ 「ウィキペディア」より）
（
1（）大島弓子作。 『月刊セブンティーン』に連載。
（
1（）吉住
　
渉作。 『りぼん』に連載。
（
1（）矢沢あい作。 『
Z
ipper 』に連載。
（
（（）横山光輝作。 『週刊少年チャンピオ 』に連載。
（
（1）鳥山
　
明作。 『週刊少年ジャンプ
（
（（）藤沢周平原作。山田洋次監督作品。二〇〇六年公開。
（
（（）澤田鎌作監督作品 二〇〇七年公開。
（
（（）宮部みゆき原作。森田芳光監督作品。二〇〇二年公開。
（
（（）福澤克雄監督作品。二〇〇八年公開。
（
（（）三谷幸喜脚本・監督作品。二 〇六年公開。
（
（（）三谷幸喜脚本。星
　
護監督作品。二〇〇四年公開。
